
平成25年7月4日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 四日市市
対談項目１ 近鉄内
部・八王子線への支
援について

近鉄は、内部・八王子線を仮に鉄道で残
すのであれば、公有民営方式に転換した
うえで、経営赤字の全額補填補助を受け
なければ継続は困難であるという立場を
一貫してとっている。
市としては、今後の少子・高齢化社会に
おける公共交通の重要性を強く認識し、
鉄道の形で存続し、鉄道駅を拠点とした
まちづくりを進めていきたいという強い
思いを持っており、このことは市の総合
計画や都市総合交通戦略の中に明確に位
置づけている。内部・八王子線は年間約
363万人が利用し、沿線には県立高校等5
校が立地している。また、名古屋線への
乗り継ぎ利用者が75%であり、非常に重要
な地域の路線である。
国の補助スキームに基づく県の支援はも
ちろん、今後さらなる支援策についても
前向きに検討していただきたい。

公共交通が路線撤退する場合、今までは
許可制だったが、規制緩和によって届出
制になり、民間事業者が撤退しやすい状
況になった。その一方、少子化や車社会
の進展、このようなことで公共交通機関
が大変厳しい。併せて、県・国・市町の
財政状況が大変厳しい状況にある。
地方鉄道の支援では、県は国と協調し
て、いろんな設備整備の協調補助を行っ
ているのが現状である。その中で、内
部・八王子線については、5月28日から県
も協議に参加したが、一方でタイムリ
ミットがあるということもある。した
がって、県も市とともに鉄道として存続
するための知恵出し・議論の加速化を
しっかりやっていきたい。

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」の主な発言内容
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2 四日市市

対談項目２ 児童発
達支援センターあけ
ぼの学園移転整備
にかかる支援につい
て

県立特別支援学校
北勢きらら学園との
連携

あけぼの学園は、四日市市・三重郡を中
心に障がい児支援の拠点として運営され
ている施設である。昭和36年に開設さ
れ、50年以上経過し、非常に老朽化が激
しい。そこで、きらら学園の隣に移転整
備する計画の策定作業を今進めている。
整備にあたっては、児童福祉法の改正に
対応しつつ、よりよい療育環境を整える
という意味で、きらら学園の隣という立
地条件を生かした連携を図ることで機能
強化を図っていきたい。

西日野にじ学園と北勢きらら学園で毎年
あけぼの学園の保護者の皆さんによる見
学会を開催している。そうした中で、西
日野にじ学園とは近いということもあっ
て、いい連携があると思うが、今後移転
先のきらら学園との連携に向けてしっか
り強化していきたい。その中で引き継ぎ
が重要だと思うが、県ではパーソナルカ
ルテ、市では相談支援ファイルといっ
た、幼小中高と途切れのない支援をしっ
かりしていこうという趣旨の同じ機能の
ものがあり、そこでしっかり連携を図っ
て、あけぼの学園から北勢きらら学園に
円滑な就学が可能となり、子どもたちへ
の支援が途切れなく引き継ぎされていく
よう、そういう部分の支援を関係教育委
員会が中心となって市と連携してやって
いきたい。
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3 四日市市

対談項目２ 児童発
達支援センターあけ
ぼの学園移転整備
にかかる支援につい
て

ハード面の支援
ソフト面の支援

施設整備におけるハード面や、専門性を
持った人材の育成や派遣、特に医師、小
児あるいは小児精神医師の派遣制度の確
立といったソフト面も含めて、ぜひ支援
をお願いしたい。

あけぼの学園に草の実リハビリテーショ
ンセンターの整形外科医が、昨年度で7回
訪問して療育についての相談を現場で受
けるようにしている。今年度も7回予定し
ているので、移転の有無に関わらず継続
し、市で行うあけぼの学園におけるリハ
ビリなどの医療サポートが後退しないよ
うに地域療育の支援をしていきたい。
あすなろ学園でもそうした形でできれば
いいが、新規外来の予約待ちが6か月程度
という状況なので、児童精神科医師がた
くさん訪問するのは難しい状況である。
四日市市近郊でも「日永」、「あさけ診
療所」といった心身発達の対応ができる
医療機関があるので、そうした所との
ネットワーク構築で医療部分でのもれが
ないような支援をしていきたい。あすな
ろ学園では、市町の方に来ていただき、
半年又は1年の研修を受けていただいて、
市町へ戻って体制構築をしていただくと
いう人材育成を行っている。四日市市の
保育士さんも積極的に研修を受けていた
だいたと聞いているので、そうした形で
の専門性のアップ、システムアドバイ
ザーの派遣といったことでこれからも
しっかりやっていきたい。
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今、市町が設置するあけぼの学園のよう
な施設についての国庫補助の制度は補助
対象外となっている。県単独の支援につ
いては、今のところ財源等の課題があっ
て難しいという状況がある。したがって
ハードの方は少し難しいと思うが、ソフ
トの面で今申し上げたような引き続きの
支援と充実を図っていき、一人ひとりの
発達に障がいを抱えた子どもたち、その
親御さんたちが安心していただけるよう
な対応を、県としても市と相互に連携し
て県全体の総合力を高めていくというこ
とができればと思っている。
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4 四日市市
対談項目３ 都市制
度改革に伴う中核市
への移行について

6月17日に第30次地方制度調査会において
「大都市整備の改革及び基礎自治体の行
政サービス提供体制に関する答申」が示
された。この答申の中に中核市制度と特
例市制度を統合して、人口20万人以上で
あれば、保健所を設置することによって
中核市となると示されている。四日市市
は平成20年度から保健所政令市という形
で実績を積んでいる。今後、この答申を
受けて、地方自治法の改正がなされるの
ではないかと思う。新しい制度ができた
ら、新制度による中核市要件は満たして
いると考えられるので、法律改正に即座
に対応して、新しい制度の適応を受ける
形で円滑な中核市への移行ができるよう
な具体的な協議を法律改正の推移をみな
がらお願いしたい。

従来から四日市市が中核市に移行する場
合においては、県としてもしっかりサ
ポートしていく旨申し上げてきたところ
である。地方自治法の改正が今回の答申
内容に沿ってなされていくと思うが、県
としても国に対して答申どおり法制化
が、早期にしっかりとなされるようにと
いう働きかけを市と一緒にやっていきた
いと思う。また、保健所を設置して5年の
実績もあるので、そういう意味では答申
との関係では要件を満たしているので、
法制化後に適用されるということに向け
ての国に対しての働きかけも一緒にして
いきたい。並行して、実際にどういう事
務や権限をやっていただくのかというこ
とについても議論したいし、さらにそれ
を円滑に移譲できるような形での人的・
財政面でのいろんな議論・サポートを一
緒にしていきたいと思っている。
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5 四日市市
対談項目４ 国体を
見据えた総合体育
館整備について

平成33年の三重県国体・全国障害者ス
ポーツ大会に向けて、四日市市としても
体操競技・サッカー・テニスといった数
種目の競技を誘致したいと考えて準備し
ているところであるが、新たな施設整備
が財政的な問題も含めて課題になってい
る。北勢地域に全国・東海ブロックレベ
ルの大規模な公式競技大会のできる総合
体育館が一つもない状況で、立地条件の
良い中央緑地の中に総合体育館を中心と
したスポーツ施設を整備することが費用
対効果から考えても効果が大きいと考え
ている。三重国体という県全体の大きな
目標に向けて、県全体のスポーツ振興を
図るという意味でも、あるいはスポーツ
観光という視点でも活性化を図るために
こうした施設が北勢に必要だと思ってい
る。県の競技スポーツ振興の拠点となる
総合体育館を、県営施設という形での整
備を中長期的な視点でぜひ前向きに検討
していただきたい。

国体の施設の考え方としては、「県内の
既存施設を活用することを原則とす
る」、「整備を行う場合は、真に必要な
施設に限定するとともに大会後も地域住
民に広く活用されることに配慮する」と
いう基本方針を準備委員会で決めさせて
いただいているところである。さらに3月
に策定した県のスポーツ施設整備計画で
「市町が広域的拠点施設として施設を新
築又は改築する場合に補助の対象として
一定の支援を行う」と決めたところであ
る。国体の施設整備に対する補助制度
は、先に開催した県の例でいくと5年前に
制度創設、したがって平成28年度に市町
のこういう整備に対して県がこういう補
助をするという制度をだすことになる。
広域的な施設として活用できるか否か、
整備後も地域住民の方に利用していただ
けるかどうか、そういうことの中身を今
後補助制度を作る28年度までに向けて議
論させていただければと思っている。
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6 四日市市

当日追加項目１ 四
日市エコロジー・イン
ターナショナルにつ
いて

四日市エコロジー・インターナショナル
では、主に環境関連の学会とか大会と
いったイベント行事の開催を誘致する際
に、26年度の開館を目指して整備を進め
ている四日市公害と環境未来館（仮
称）、非常に好評を博しているコンビ
ナートと港の夜景クルーズ、あるいは四
日市としては非常に意外性のある鈴鹿山
麓の里山や茶畑、ふれあい牧場といった
自然景観を合わせた四日市の地域資源・
魅力、こういったものを組み合わせて観
光的な要素を加味した体験的な見学会
（エクスカーション）を学会や大会と組
み合わせて提供できればと思っている。
四日市としての魅力・特徴を最大限に生
かした、そういう付加価値を高めた内容
でコンベンションの誘致を進めていく中
で、県の観光戦略とうまく整合性を取っ
て連携を強化していくことができれば、
三重県への来訪者が飛躍的に増えていく
のではないかと期待しているので、県と
市のコラボレーションについて、今後こ
ちらから具体的な事業として提案してい
くので、協議に応じていただければ、大
変ありがたい。

学会とか大会を誘致するのは非常にいい
と思う。観光だけでなく、学会や大会で
来ていただいて、それにちょっと寄り道
していただいて観光もしていただいてと
いうのが、特に四日市には向いていると
思うし、いいと思う。こういうイベント
の誘致というのは、情報収集の段階から
みんなでアンテナを高く張らないといけ
ないので、県もアンテナを張って、アイ
セットもあるし、四日市のアイデンティ
ティとして「これから環境を」というの
は非常にいいと思うので、協力できるこ
とをしっかりやっていきたいと思う。
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7 四日市市
当日追加項目２ ナ
ンバー４３プロジェク
トについて

ナンバー４３プロジェクトは、四日市の
４と三重県の３を意味する謎の数字とい
うことで４３をアピールしていこうとい
う取組である。例えば、近鉄四日市駅１
階のコンコースに昨年、四日市の観光案
内所として四十三茶屋を開設して４３プ
ロジェクトのひとつのスタートとなった
が、今後、中心市街地の飲食店に４３と
いう数字を記した提灯を掲げたりして４
３という数字をじわじわと地域の人や他
所から来ていただいた来訪者に浸透さ
せ、四日市や三重県のいろんな魅力と連
動させることによって、「４３という数
字はなんだろうな」と、その後いろんな
ものと結びついて「そういう意味か」と
いうことを分かってもらう、そういう趣
旨で４３という数字を打ち出していけ
ば、四日市や三重県の産品をブランド化
していくうえで、ひとつのツールになる
のではないかと考えており、この４３と
いう数字の連携についてもぜひお願いし
たい。

こういう特色あるプロジェクトは非常に
おもしろいと思う。観光キャンペーンで
半年ごとにガイドブックを作り直してい
くので、そういうのに向けて観光キャン
ペーンの中でどういう連携ができるか、
ぜひ検討させていただきたい。
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